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Research of evaluation system of an
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一タフユージョ
 れた評価方法とその回数を示す.
評価として、憩
る予測値と実際
実行し、それに
度の範囲を探索
癒幽gにより生成
度を検証した結
い解を得られる
れたデータフュージョンが有効な最適化の手
第4章脇癒g麺gを弔いた弾性変形を考慮した魚
魚の尾鰭モデル
三つの要素を含
めて行われた.こ
多目的・多分野
ついて後退角が
ては特徴ある結
考えられる.運動
な流入角度であ
進効率は高くな
来る結果である
大きい程、曲が
値を取る方が高
を生み患すため
響が強く現れる
目的・多分野統合最適化が可能となることを示す重要な知見
 第5章結論
本論文は,葬定
効な手法である
 一22一
 分野統合最適化に端緒を開いている.
 発展に寄与するところが少なくない.
本研究はこの手
 一23
 論文審査結果の要旨
数値流体力学
ついては多く
応用や最適化
や航空機の翼
開発が望まれ
ム(GA)、応答
れを考慮した
 たもので、全編5章より成る。
 第1章は緒論であり、本研究の背景及び目的を述べている。
第2章は、非定
章では評価手
規模剥離渦を
付加を小さく
た結果は、ナ
効1生を示している。これは非定常流れの最適化
第3章では、第
に格段の計算
まり要しない
ータを融合さ
果として、デ
を得られるこ
 案されたデータフュージョンが有
第4章では、魚
運動、弾性変
合最適化は本
進効率と推力
いて明らかに
 が可能となることを示す重要な知見である。
 第5章は結論であり、本論文を総括している。
以上要するに
フュージョン
複合開題の多目
情報科学並びに流体工学の発展に寄与するところが少なくな
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として
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